


は じ め に

2017年３月に幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育・保
育要領の３法令が同時に改訂（改定）・告示された。そこでは保育内容の共通化が図
られ，保育所も幼児教育を行う施設として位置付けられた。このことは大きな変革で
あろう。就学前の幼児がいずれの施設に在園したとしても，保育の質が保障され小学
校との連続性が図られた点は，所管行政の枠を超えての取組みとして評価されるとこ
ろである。
あわせて今回の改訂（改定）では，幼児教育から高等学校教育まで一貫した教育方

針が打ち出された。例えばそれは，「３つの資質・能力の育成」や「主体的・対話的
で深い学び」，「カリキュラム・マネジメント」などの導入である。いずれも21世紀型
の新しい学力観に基づいたものである。このような時代の変化の中，幼稚園・保育所・
認定こども園のすべてが，子どもの最初の学校教育を担っている役割であることを改
めて意識しなければならない。
これらの改訂（改定）の理念を保育において実践していくためには，これまで以上

にカリキュラムの果たす役割が重要となる。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
の10項目が明示されたことも，保育カリキュラムの編成に大きな影響を与えることに
なるだろう。また，保育所を中心に低年齢児の入所が増加している状況に対応して，
０・１・２歳児保育が抜本的に見直され，０歳児における「３つの視点」と１・２歳
児における５領域が導入されたことにも同じことがいえる。これらの改訂（改定）が
保育実践の充実を導き，乳幼児のよりよい発達につながるように，０歳児から就学前・
就学後までも見通したカリキュラムの編成を試みていく必要がある。
本書においても３法令の内容に即し，実践に役立つ充実した内容となるように具体

的事例を多く取り入れた。近年増加している幼保連携型認定こども園についても章を
立て，教育・保育への総合的理解が深まるように工夫もしている。保育者をめざして
学修中の方だけではなく，すでに保育に日々取り組んでおられる方々にも，保育実践
の質の向上のために本書をご活用いただければ幸甚の限りである。
なお，本書では 「保育」という言葉について，保育所に限らず幼稚園や認定こども
園のいずれの施設においても養護と教育を一体的に行う必要があるという理解に基づ
き，統一して「保育」という言葉を使用している。
最後に，本書の上梓に際し，各種資料をご提供いただいた関係機関の方々，ならび

に建帛社編集部の皆様に心より感謝申し上げる。
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本書の使い方

１．前半の理論編（第１・２・３・４・５章）では，保育原理や教育原理などの科
目での学習と関連づけながら，カリキュラムとは何だろうという問題意識をも
って基本を正しく学ぶ。

２．後半の実践編（第６・７・８・９章）では，解説と提示されているさまざまな
事例から，子どもの姿のとらえ方や保育の見通しなどを，もし自分がその保育
者だったらどう考えるかという応用的な勉強を行う。

３．第３章以下では，末尾に「考えてみよう，ディスカッションしてみよう」を
設けているので，グループ討議やプレゼンテーションなどを行い，自主的に学
び合う。

＊保育所保育指針，幼稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・保育要領および同

解説の引用については，原文の用字表記のまま掲載しています。本書の本文について

は，必ずしもそれら要領・指針の用字表記 とは一致していませんので，ご承知くださ

い。
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保育は，たくさんの可能性と将来への希望を秘めた乳幼児と共に生活を
つくりだしていく，やりがいのある営みである。乳児期から保育施設を利
用する子どもが増え，乳幼児期の教育の重要性が叫ばれている現在，保育
者に求められる専門性はますます高まってきている。
本章では，本書全体の導入部分として，まずはカリキュラムとは何かを

理解し，新しい保育所保育指針や幼稚園教育要領等の保育の基本にのっと
って，これからのカリキュラムはどうあるべきかについて考えてみよう。

◆１．カリキュラムの意味と歴史

1 カリキュラム（Curriculum）の意味（語源）
通常，小学校以上の学校には教育課程を意味するカリキュラムというものがあり，学年ごと

に学習目標や学習内容などが系統的に計画され，教師はそれに基づいて指導している。幼稚園
や保育所等では遊びや生活が中心であり小学校以上のように教科の学習はないが，「保育の全
体的な計画」や「教育課程」「指導計画」などのさまざまな計画があり，一般的にそれらは「保
育カリキュラム」と呼ばれている。子どもたちの成長・発達に責任をもち，見通しのある保育
を行う上で計画は重要な意味をもつ。では，そもそも「カリキュラム」とは，どのような意味
だろうか。
「カリキュラム　Curriculum」という英語は，ラテン語の「クレレ　currere」（走路，競走，
コースという意味）に由来して教育学に応用され，「時間の経過」「履歴」「人生の来歴」などを
意味する言葉となっている。なぜ，この言葉が教育や保育の世界に使われるようになったのか，
興味深い。歴史的には16世紀のヨーロッパの大学で「学生が学修すべき内容を計画したもの」
のことをカリキュラムという言葉で言い表したのが始まりで，その後，広く学校教育で使われ，
スタート（入学）からゴール（卒業）までの教育内容を計画したもの，つまり「教育の順序」「教
育の計画」を表す意味で用いられ，特にヨーロッパやアメリカで定着し，日本の学校では戦後
になってアメリカの影響を受けて教育課程やカリキュラムという用語が広まっていった＊１。

1１．カリキュラムの意味と歴史

カリキュラムの意義と保育の
基本第1章

＊１ 吉本均責任編集：『現代授業研究大辞典』，明治図書，「カリキュラム」p. 394（1987）参照。



2 カリキュラムのタイプ
カリキュラムは，先に述べたことから，教育の内容を学年あるいは年齢ごとに順序立てて計

画したものである。教育の目標や内容に考え方によって，教科型のカリキュラムと経験型のカ
リキュラムという，大きく２つのタイプに区分され，通常，次のように対比されている。保育
カリキュラムを考える上でも参考になるので，それぞれの特徴を理解しよう。

（１）教科カリキュラム
「学科カリキュラム」とか「学問中心カリキュラム」とも呼ばれ，学校での教育内容を編成
していく際の主軸に諸科学・文化・芸術の領域をおいて，それらを教科として順序立てて構成
していく考え方である。ここではいろいろな教科を系統的に教えることを通して，人類が蓄積
してきた文化や科学の基礎を子どもは習得し知識や技能を身に付けることでその時代を生きて
いく力を得るとともに，新たな文化を創り出す可能性をもつことに教育の意義を見出す。
幼児教育でも，言葉の練習や知識・技能の系統的な習得を重視する場合には，このような「教

科カリキュラム」に近い考え方がみられる。このカリキュラムでは，子どもは保育者から教え
られて知識や技能を学んでいくという原則になり，「…を身に付けさせる」「…できるようにな
る」というように教えるべき目標から保育が展開される。そして，子どもが何に興味をもつか
よりも，知識や技能として何を教えるか・何を身に付けさせるべきかということが重視される
ので，教師中心の保育に傾きやすく，通常，幼児教育や保育には合わないだろう。

（２）経験カリキュラム
教科カリキュラムと対立するのが「経験カリキュラム」である。20世紀初頭の新教育運動＊２

の中で教師中心・学問中心の教育が批判され，児童中心主義の教育が登場したことと関連する。
ここでは，子どもの興味や関心，意欲が重んじられるので，教育内容の中心に子どもの日常

生活の経験がおかれ，子どもが生活場面での問題を解決することを通して有意義な経験を積ん
でいくところに教育の意義を見出す。このカリキュラムでは，教科内容の系統的な配列という
発想は取り払われ，日常生活の中で子どもが経験するさまざまな活動が主題として取り上げら
れるので，「活動カリキュラム」ともいわれる。
経験カリキュラムは，子どもの遊びや生活を重視する保育の世界では受け入れられやすい。

だが単に子どもに経験させればよいというのではなく，子どもの興味や関心から出てくる行為
の意味を保育者が読み取り，経験を広げていくための援助や環境を工夫していく場合に，この
カリキュラムは有効に働く。今日の保育計画の記述に「子どもが…に関心をもち，…を楽しむ」
とあるのは，このような経験カリキュラム・活動カリキュラムの考え方にねざしている。

3 わが国の保育の歴史におけるカリキュラム
日本の幼稚園や保育所の歴史の中では，どのようなカリキュラムの考え方があったのだろう

2 第１章　カリキュラムの意義と保育の基本

＊２ 新教育運動のデューイ（J.Dewey 1859-1952）は，アメリカの実験学校で子どもの生活を中心とした教育を実践して

20世紀の「児童中心」の新教育を切り拓いた。Learning by doing（なすことによって学ぶ）は有名。



か。明治期の初めに日本で最初の幼稚園が創設されてから，すでに140年以上が経過したが，
この間，さまざまな保育カリキュラムが生まれ，今日に至っている。保育の歴史を踏まえてカ
リキュラムを研究した宍戸は次の３つに分類＊３しているので，参考にしながら説明をする。

（１）課業活動（設定保育）を軸とするカリキュラム
「課業」とは「学校などで課する学科や作業」を意味し，保育ではクラスの全員が同じ時間
に同じ作業をする活動のことをいう。1876年（明治９年）に東京女子師範学校附属幼稚園が創
設され，フレーベル式の保育が導入されたときのカリキュラムにみられるものであり，保育内
容は「物品科，美麗科，知識科」という３科目と恩物の25子目からなっていた。計画は，図１
－１のように恩物による活動が週単位で作成され，一日の保育は時間割のように配列され，園
児たちは授業のように一斉に同じ活動をした。これは，先述の「教科カリキュラム」に基づく
ものであった。

（２）遊びとその発展を軸とするカリキュラム
明治の終わりになると恩物中心の保育カリキュラムが批判され，1899年（明治32年）に「幼

稚園保育及設備規程」が制定され，保育内容は「遊嬉，唱歌，談話，手技」の４項目となり，
遊びを意味する「遊嬉」が最初に出てくる。さらに大正期にかけて，欧米の新教育運動の児童
中心主義の考え方の影響を受けて，自由保育，生活保育の考え方が広まった。新たに登場した
のが幼児の遊びを重んじる「子ども中心のカリキュラム」である。1926年（大正15年）には，「幼
稚園令」が出され，保育内容は「遊戯，唱歌，観察，談話，手技等」の５項目となり，このよ
うな流れの中で登場したのが，幼児の遊びとその発展を軸とするカリキュラムである。
幼児の遊びの種類にはどのようなものがあるか，それはどのように発展していくのかという

発想から考えられたカリキュラムである。戦後はアメリカの指導の下に，しばらく，子どもの
経験としての遊びを重視した保育カリキュラムの時代が続いた。その代表的なものには，倉橋
惣三の「系統的保育案の実際」（1953）がある。図１－２は，そのうちの一部である。

（３）集団生活を軸とするカリキュラム
戦後の経済が発展し1970年前後になると，乳児期からの集団保育が急速に普及してきたこと，

また，早期教育ブームの中で幼稚園教育が小学校の教科の学習のようになってきたことなどの

3１．カリキュラムの意味と歴史

＊３ 宍戸健夫：『日本における保育カリキュラム　歴史と課題』，新読書社（2017）
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図1－1　東京女子師範学校附属幼稚園の保育時間表の一部（第三ノ組　小児満3年以上満4年以下）
（文部省：『幼稚園教育百年史』，ひかりのくに，p. 59，1979を参照，横書きにして筆者作成）



社会の変化から，保育所や幼稚園での保育のあり方が見直された。特に，乳幼児の発達特性や
活動特性を考えてどのような保育内容を構成するかという観点から，「集団生活の発展」を土
台にした保育カリキュラムが考えられた。
その代表的なものには，久保田浩『幼児教育の計画－構造とその展開』（誠文堂新光社，1970）

などがある。久保田の案では，園での集団生活の発展と個々の子どもの発達を統一的にとらえ
て，生活を基盤として，遊びを主とする中心になる活動，そして領域別活動を盛り込んだ点に
大きな特徴と成果がある。図１－３は，その構想の枠組みである。

以上のように，わが国の保育カリキュラムには，大きく３つの歴史的潮流がある。しかし，
それらは単純にパターン化できるものではなく，その時代の子どもの生活実態や社会からの保
育・幼児教育に対する要請や期待を受けて，「教科カリキュラム」と「経験カリキュラム」の
間を揺れ動いてきたのが実際である（図１－１，図１－２，図１－３）。
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図1－2　系統的保育案（1953）の概要（一部）　4月第1週（4月8日ヨリ）
（文部省：『幼稚園教育百年史』，ひかりのくに，p. 247，1979を参照，横書きにして筆者作成）

図1－3　教育計画の構造（久保田浩，1970）　3つの層
（宍戸健夫：『日本における保育カリキュラム　歴史と課題』，新読書社，p. 157，2017）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 自由遊び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生活指導（１）基底になる生活　　　　　　　　　　集団づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 健康管理
（２）中心になる活動
（３）領域別活動̶系列を主とする活動


